
公開シンポジウム

文化施設としての自然史系博物館を考える
日 時 ： 2023年9月23日（土）13:00－18:00

場 所 ： オンライン開催（配信，定員500名）
主 催 ： 日本学術会議

後 援 ： 公益社団法人東京地学協会
参加費： 無料 下記URLまたは右のQRコードから事前登録してください

https://forms.gle/SjaaLvTF8oJvgGLJ8
  9月21日登録〆切り（定員になり次第〆切ります）

開催趣旨：

地球惑星科学委員会 地球・人間圏分科会，
統合生物学委員会・基礎生物学委員会・地球惑星科学委員会合同 

自然史・古生物学分科会

自然史系博物館には，標本資料の収集・整理・保管，専門教育・普及，研究の
充実が期待されている。いま博物館では，上記業務の継続や，標本資料の収
蔵庫（バックヤード）など展示以外の施設確保など，多くの困難に直面している。
このシンポジウムでは，自然史学についての知見や標本資料を集約し，それ
らを誰もが利活用する文化施設としての博物館の現況を確認し、その持続性
にむけて展望したい。

バックヤードを次の世代へ･･･

第三部 将来展望
司会  張 勁（日本学術会議連携会員、富山大学大学院理学系教授）

15:45 講演 「大学における学術標本の散逸・保管問題と将来への課題」

         堀 利栄（日本学術会議第三部会員、

                                    愛媛大学副学長・大学院理工学研究科・教授）

16:05 講演 「国立沖縄自然史博物館設立準備‐現在の動向‐」西田 治文

（日本学術会議連携会員、中央大学理工学部生命科学科教授）

16:25 講演 「考古学からのコメント」矢島 國雄（明治大学名誉教授、明治

大学黒燿石研究センターセンター員）

16:45 講演「博物館政策の展望」

                 栗原 祐司（公益財団法人日本博物館協会理事、

                                                      国立科学博物館理事(兼)副館長）

17：05－17：10 休憩

総合討論
司 会： 平田 大二（神奈川県立生命の星・地球博物館 前館長）

パネリスト：講演者全員

17:10－17:55

17:55 閉会挨拶 斎藤 靖二（公益社団法人東京地学協会会長）

18:00 閉会

第一部 基調講演
司会 杉田 文（日本学術会議連携会員、千葉商科大学商経学部教授）

13:00 会長挨拶 梶田 隆章 （日本学術会議会長、東京大学卓越教授、

東京大学宇宙線研究所教授）

13:05 開会挨拶 鈴木 康弘 （日本学術会議連携会員、

    名古屋大学減災連携研究センター教授）

13:10 趣旨説明 春山 成子（日本学術会議第三部会員、

    三重大学名誉教授）

13:15 基調講演１ 「文化施設としての博物館」

               青柳 正規 （多摩美術大学理事長、ICOM 日本委員会委員

長）

13:45 基調講演２ 「大学博物館の現状と展望：自然史科学のハブと

なるか？」 大路 樹生（日本学術会議連携会員、

    名古屋大学名誉教授・特任教授）

14：15－14：20 休憩

第二部 現状把握と課題
司会 杉田 文（日本学術会議連携会員、千葉商科大学商経学部教授）

14:20 講演 「2023 年、博物館のいま」

   遠藤 秀紀（東京大学総合研究博物館教授）

14:40 講演 「博物館経営における標本資料の維持管理」松岡 敬二

（豊橋市自然史博物館ミュージアムアドバイザー）

15:00 講演 「地域の文化資源を担う機関としての自然史博物館 ―菌

類資料を中心に―」佐久間 大輔

 （大阪市立自然史博物館学芸課長）

15:20 講演 「フィールド研究と博物館」

伊澤 雅子（北九州市立自然史・歴史博物館館長）

15：40－15：45 休憩

問合せ先： sympo.muse@gmail.com （専用アドレス）

Museo de La Plata

大阪市立自然史博物館 四国西予ジオミュージアム
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